
（担当：認証部 佐野） 

優良木質建材等認証 規程類の改正について 

優良木質建材等認証（ＡＱ）では、令和8年6月30日付で規程類を改正いたしま

した。 

１．改正した規程類 

(1) 優良木質建材等品質性能評価基準 

２．主な改正内容 

(1) 既存認証対象品目「B-2 保存処理材－２」及び「C-4 防腐・防蟻処理

構造用集成材－４」の指定薬剤としてアゾール・ピレスロイド化合物系薬

剤（ＡＱ表示：HEBI）を追加 
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優良木質建材等品質性能評価基準 C-2 保存処理材－２ 新旧対照表（下線部分は改正部分） 

新 旧 

B-2 保存処理材－２ 

１．対象となる建材の範囲 

建築用製材に別途指定する薬剤を用いて加圧処理法以外の方法により防腐・防蟻処理を施した製品。 

 

指定薬剤 

種類 有効成分 ＡＱ表示 
保存協会

認定番号

アゾール・非エステルピレスロイド化合

物系 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ、ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰ

ﾙ 
AZE Ａ－5307

アゾール・ピレスロイド化合物系 

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ CYBI 
Ａ－5457

Ａ－5475

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ HEPE Ａ－5500

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ HEBI Ａ－5507

注：使用する薬剤は、公益社団法人日本木材保存協会の認定薬剤等に限る。 

 

２．対象となる建材を製造するために必要な技術者 

① JAS 登録認証機関による保存処理製材の品質管理に関する講習修了者（１名以上） 

② 木材保存士（１名以上）ただし、防腐・防蟻処理を委託で行う場合は除く。 

 

３．試験・検査項目 

試験項目 性能区分 

１ 防腐・防蟻処理試験 １種、２種及び３種 

 

検査項目 性能区分 

１ 寸法測定 

２ 材面の欠点測定 

 

 

４．試験・検査の方法及び判定基準 

試験項目 防腐・防蟻処理試験 

試験片の作製 

１．試料材の数 

1 荷口からそれぞれ試料を、下表の左欄に掲げる数に応じ、同表の右

欄に掲げる試料材を抽出する。（切断法による。） 

試験荷口の大きさ 試料数 

 

1,001 以上 

2,001 以上 

3,001 以上 

1,000 以下 

2,000 以下 

3,000 以下 

4,000 以下 

2 

3 

4 

5 
 

B-2 保存処理材－２ 

１．対象となる建材の範囲 

建築用製材に別途指定する薬剤を用いて加圧処理法以外の方法により防腐・防蟻処理を施した製品。 

 

指定薬剤 

種類 有効成分 ＡＱ表示 
保存協会

認定番号

アゾール・非エステルピレスロイド化合

物系 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ、ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰ

ﾙ 
AZE Ａ－5307

アゾール・ピレスロイド化合物系 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ CYBI 

Ａ－5457

Ａ－5475

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ HEPE Ａ－5500

注：使用する薬剤は、公益社団法人日本木材保存協会の認定薬剤等に限る。 

 

 

２．対象となる建材を製造するために必要な技術者 

① JAS 登録認証機関による保存処理製材の品質管理に関する講習修了者（１名以上） 

② 木材保存士（１名以上）ただし、防腐・防蟻処理を委託で行う場合は除く。 

 

３．試験・検査項目 

試験項目 性能区分 

１ 防腐・防蟻処理試験 １種、２種及び３種 

 

検査項目 性能区分 

１ 寸法測定 

２ 材面の欠点測定 

 

 

４．試験・検査の方法及び判定基準 

試験項目 防腐・防蟻処理試験 

試験片の作製 

１．試料材の数 

1 荷口からそれぞれ試料を、下表の左欄に掲げる数に応じ、同表の右

欄に掲げる試料材を抽出する。（切断法による。） 

試験荷口の大きさ 試料数 

 

1,001 以上 

2,001 以上 

3,001 以上 

1,000 以下 

2,000 以下 

3,000 以下 

4,000 以下 

2 

3 

4 

5 
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２．試料の採取 

各試料材の長さの中央付近から、試料材の厚さ及び幅が同寸法で 5mm 以上

の長さの試験片を 1 個作製する。 

試験方法 別に定める防腐・防蟻試験の試験方法による。 

判定基準 

浸潤度：別に定める基準による。（別表１） 

吸収量：別に定める基準による。（別表２）※ 基準値への適合判定は、表

中の各基準値の表示桁数の精度にて行う。 

備考  

 

別表１ 防腐・防蟻薬剤の浸潤度判定基準 

 樹種区分 浸潤度 

１種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 15mm（厚さが

90mmを超える製材については20mm）までの心材部分の浸潤度が80％

以上 

２種 全ての樹種 
辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

３種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 20％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

 

心材の耐久性区分 

心材の 

耐久性区分 

樹種 

針葉樹 広葉樹 

D1 

ヒノキ、ヒバ、スギ、カラマツ、ベ

イヒ、ベイスギ、ベイヒバ、ベイマ

ツ、ダフリカカラマツ及びサイプレ

スパイン 

ケヤキ、クリ、クヌギ、ミズナラ、

カプール、セランガンバツ、アピト

ン、ケンパス、ボンゴシ、イペ及び

ジャラ 

D2 D1の樹種以外のもの 

 

 

別表２ 防腐・防蟻処理試験の吸収量判定基準 

種類 ＡＱ表示 分析成分 
吸収量（kg/m3） 

１種 ２種 ３種 

アゾール・非エス

テルピレスロイド

化合物系 

AZE 
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽとして － 0.11 以上 0.06 以上 

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして － 0.08 以上 0.04 以上 

 

２．試料の採取 

各試料材の長さの中央付近から、試料材の厚さ及び幅が同寸法で 5mm 以上

の長さの試験片を 1 個作製する。 

試験方法 別に定める防腐・防蟻試験の試験方法による。 

判定基準 
浸潤度：別に定める基準による。（別表１） 

吸収量：別に定める基準による。（別表２） 

備考  

 

 

別表１ 防腐・防蟻薬剤の浸潤度判定基準 

 樹種区分 浸潤度 

１種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 15mm（厚さが

90mmを超える製材については20mm）までの心材部分の浸潤度が80％

以上 

２種 全ての樹種 
辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

３種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 20％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

 

心材の耐久性区分 

心材の 

耐久性区分 

樹種 

針葉樹 広葉樹 

D1 

ヒノキ、ヒバ、スギ、カラマツ、ベ

イヒ、ベイスギ、ベイヒバ、ベイマ

ツ、ダフリカカラマツ及びサイプレ

スパイン 

ケヤキ、クリ、クヌギ、ミズナラ、

カプール、セランガンバツ、アピト

ン、ケンパス、ボンゴシ、イペ及び

ジャラ 

D2 D1の樹種以外のもの 

 

 

別表２ 防腐・防蟻処理試験の吸収量判定基準 

種類 ＡＱ表示 分析成分 
吸収量（kg/m3） 

１種 ２種 ３種 

アゾール・非エス

テルピレスロイド

化合物系 

AZE 
ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽとして － 0.11 以上 0.06 以上 

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして － 0.08 以上 0.04 以上 
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アゾール・ピレス

ロイド化合物系 

CYBI 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.20 以上 0.10 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.06 以上 0.03 以上 － 

HEPE 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして － 0.11 以上 － 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝとして － 0.12 以上 － 

HEBI 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.22 以上 0.11 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.040 以上 0.020 以上 － 

 

検査項目 寸法測定 

試料の抽出 1 荷口から 5本抽出する。 

検査方法 厚さ、幅及び長さを鋼製スケール又はノギスで測定する。 

判定基準 目視等級区分構造用製材の JAS に定める寸法の基準による。 

備考  

 

検査項目 材面の欠点測定 

試料の抽出 
製材についての検査方法（第１種検査方法）による。（平成 17 年 10 月 12

日農林省告示第 1550 号） 

検査方法 鋼製スケール、ノギス又は目視による。 

判定基準 
製材についての検査方法（第１種検査方法）による。(平成 17 年 10 月 12

日農林省告示第 1550 号) 

備考  

  

 

アゾール・ピレス

ロイド化合物系 

CYBI 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.20 以上 0.10 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.06 以上 0.03 以上 － 

HEPE 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして － 0.11 以上 － 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝとして － 0.12 以上 － 

 

 

 

検査項目 寸法測定 

試料の抽出 1 荷口から 5本抽出する。 

検査方法 厚さ、幅及び長さを鋼製スケール又はノギスで測定する。 

判定基準 目視等級区分構造用製材の JAS に定める寸法の基準による。 

備考  

 

検査項目 材面の欠点測定 

試料の抽出 
製材についての検査方法（第１種検査方法）による。（平成 17 年 10 月 12

日農林省告示第 1550 号） 

検査方法 鋼製スケール、ノギス又は目視による。 

判定基準 
製材についての検査方法（第１種検査方法）による。(平成 17 年 10 月 12

日農林省告示第 1550 号) 

備考  
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優良木質建材等品質性能評価基準 C-4 防腐・防蟻処理構造用集成材－４ 改正案新旧対照表（下線部分は改正部分） 

新 旧 

C-4 防腐・防蟻処理構造用集成材－４ 

１．対象となる建材の範囲 

構造用集成材（完成品）に、別途指定する薬剤を用いて加圧処理法以外の方法により防腐・防蟻処理を

施した製品。使用する構造用集成材は、JAS 認証品に限る。 

 

指定薬剤 

種類 有効成分 ＡＱ表示 
保存協会

認定番号

アゾール・非エステルピレスロイド化合

物系 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ、ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰ

ﾙ 
AZE Ａ－5307

アゾール・ピレスロイド化合物系 

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ CYBI 
Ａ－5457

Ａ－5475

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ HEPE Ａ－5500

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ HEBI Ａ－5507

注：使用する薬剤は、公益社団法人日本木材保存協会の認定薬剤等に限る。 

 

２．対象となる建材を製造するために必要な技術者 

① JAS 登録認証機関による保存処理製材の品質管理に関する講習修了者（１名以上） 

② 木材乾燥士又は針葉樹製材乾燥技術者研修修了者（合格者）（１名以上） 

③ 木材保存士（１名以上）ただし、防腐・防蟻処理を委託で行う場合は除く。 

④ 木材接着士（１名以上）ただし、認証取得者が集成材の製造を行わない場合はこの限りではない。また、

木材接着士がやむを得ず不在の場合にあっては、定期的（１回／月）に木材接着士の資格をもつ接着剤製

造業者の指導を受けること。 

 

３．試験・検査項目 

試験項目 性能区分 

１ 防腐・防蟻処理試験 

２ 浸せき剝離試験（３と対で行う） 

３ 煮沸剝離試験（２と対で行う） 

４ 減圧加圧剝離試験（２及び３との択一） 

５ ブロックせん断試験 

６ 曲げ試験 

７ 含水率試験 

２種及び３種 

 

 

 

 

 

 

 

検査項目 性能区分 

１ 寸法測定  

 

C-4 防腐・防蟻処理構造用集成材－４ 

１．対象となる建材の範囲 

構造用集成材（完成品）に、別途指定する薬剤を用いて加圧処理法以外の方法により防腐・防蟻処理を

施した製品。使用する構造用集成材は、JAS 認証品に限る。 

 

指定薬剤 

種類 有効成分 ＡＱ表示 
保存協会

認定番号

アゾール・非エステルピレスロイド化合

物系 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ、ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰ

ﾙ 
AZE Ａ－5307

アゾール・ピレスロイド化合物系 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ CYBI 

Ａ－5457

Ａ－5475

ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙ、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ HEPE Ａ－5500

注：使用する薬剤は、公益社団法人日本木材保存協会の認定薬剤等に限る。 

 

 

２．対象となる建材を製造するために必要な技術者 

① JAS 登録認証機関による保存処理製材の品質管理に関する講習修了者（１名以上） 

② 木材乾燥士又は針葉樹製材乾燥技術者研修修了者（合格者）（１名以上） 

③ 木材保存士（１名以上）ただし、防腐・防蟻処理を委託で行う場合は除く。 

④ 木材接着士（１名以上）ただし、認証取得者が集成材の製造を行わない場合はこの限りではない。また、

木材接着士がやむを得ず不在の場合にあっては、定期的（１回／月）に木材接着士の資格をもつ接着剤製

造業者の指導を受けること。 

 

３．試験・検査項目 

試験項目 性能区分 

１ 防腐・防蟻処理試験 

２ 浸せき剝離試験（３と対で行う） 

３ 煮沸剝離試験（２と対で行う） 

４ 減圧加圧剝離試験（２及び３との択一） 

５ ブロックせん断試験 

６ 曲げ試験 

７ 含水率試験 

２種及び３種 

 

 

 

 

 

 

 

検査項目 性能区分 

１ 寸法測定  
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４．試験・検査の方法及び判定基準 

試験項目 防腐・防蟻処理試験 

試験片の作製 

1 荷口から下表の左欄に掲げる防腐・防蟻処理を施した構造用集成材の本

数に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる本数の試料材を任意に抽出する。

試験片は、各試料材の長さの中央付近において、試料材厚さ及び幅をその

ままとし、長さ 5cm 以上の試験片を 1 片ずつ作製する。 

試験荷口の大きさ 試料数 

 

1,001 以上 

2,001 以上 

3,001 以上 

1,000 以下 

2,000 以下 

3,000 以下 

4,000 以下 

2 

3 

4 

5 
 

試験方法 別に定める防腐・防蟻試験の試験方法による。 

判定基準 

１．浸潤度 

別に定める基準による（別表１）。 

２．吸収量 

別に定める基準による（別表２）。※ 基準値への適合判定は、表中の

各基準値の表示桁数の精度にて行う。 

備考  

 

別表１ 防腐・防蟻薬剤の浸潤度判定基準 

種別 樹種区分 浸潤度 

２種 全ての樹種 
辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

３種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 20％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

 

心材の耐久性区分 

心材の 

耐久性区分 

樹種 

針葉樹 広葉樹 

D1 

ヒノキ、ヒバ、スギ、カラマツ、ベ

イヒ、ベイスギ、ベイヒバ、ベイマ

ツ、ダフリカカラマツ及びサイプレ

スパイン 

ケヤキ、クリ、クヌギ、ミズナラ、

カプール、セランガンバツ、アピト

ン、ケンパス、ボンゴシ、イペ及び

ジャラ 

D2 D1の樹種以外のもの 

 

 

 

４．試験・検査の方法及び判定基準 

試験項目 防腐・防蟻処理試験 

試験片の作製 

1 荷口から下表の左欄に掲げる防腐・防蟻処理を施した構造用集成材の本

数に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる本数の試料材を任意に抽出する。

試験片は、各試料材の長さの中央付近において、試料材厚さ及び幅をその

ままとし、長さ 5cm 以上の試験片を 1 片ずつ作製する。 

試験荷口の大きさ 試料数 

 

1,001 以上 

2,001 以上 

3,001 以上 

1,000 以下 

2,000 以下 

3,000 以下 

4,000 以下 

2 

3 

4 

5 

試験方法 別に定める防腐・防蟻試験の試験方法による。 

判定基準 

１．浸潤度 

別に定める基準による（別表１）。 

３．吸収量 

別に定める基準による（別表２）。 

備考  

 

 

別表１ 防腐・防蟻薬剤の浸潤度判定基準 

種別 樹種区分 浸潤度 

２種 全ての樹種 
辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

３種 

耐久性 D1 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 20％以上 

耐久性 D2 

の樹種 

辺材部分の浸潤度が 80％以上、かつ、材面から深さ 10mm までの心

材部分の浸潤度が 80％以上 

 

心材の耐久性区分 

心材の 

耐久性区分 

樹種 

針葉樹 広葉樹 

D1 

ヒノキ、ヒバ、スギ、カラマツ、ベ

イヒ、ベイスギ、ベイヒバ、ベイマ

ツ、ダフリカカラマツ及びサイプレ

スパイン 

ケヤキ、クリ、クヌギ、ミズナラ、

カプール、セランガンバツ、アピト

ン、ケンパス、ボンゴシ、イペ及び

ジャラ 

D2 D1の樹種以外のもの 
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別表２ 防腐・防蟻処理試験の吸収量判定基準 

種類 ＡＱ表示 分析成分 
吸収量（kg/m3） 

２種 ３種 

アゾール・非エステルピレスロ

イド化合物系 
AZE 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽとして 0.11 以上 0.06 以上

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.08 以上 0.04 以上

アゾール・ピレスロイド化合物

系 

CYBI 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.10 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.03 以上 － 

HEPE 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.11 以上 － 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝとして 0.12 以上 － 

HEBI 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.11 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.020 以上 － 

 

試験項目 浸せき剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める浸せき剝離試験の試験片の作製に

よる。 

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める浸せき剝離試験の試験方法による。

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

煮沸剝離試験と対で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 煮沸剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める煮沸剝離試験の試験片の作製によ

る。 

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める煮沸剝離試験の試験方法による。

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

浸せき剝離試験と対で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 減圧加圧剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める減圧加圧剝離試験の試験片の作製

による。 

検査方法 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める減圧加圧剝離試験の試験方法によ

る。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

浸せき剝離試験及び煮沸剝離試験との択一で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

別表２ 防腐・防蟻処理試験の吸収量判定基準 

種類 ＡＱ表示 分析成分 
吸収量（kg/m3） 

２種 ３種 

アゾール・非エステルピレスロ

イド化合物系 
AZE 

ｴﾄﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽとして 0.11 以上 0.06 以上

ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.08 以上 0.04 以上

アゾール・ピレスロイド化合物

系 

CYBI 
ｼﾌﾟﾛｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.10 以上 － 

ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝとして 0.03 以上 － 

HEPE 
ﾍｷｻｺﾅｿﾞｰﾙとして 0.11 以上 － 

ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝとして 0.12 以上 － 

 

 

 

試験項目 浸せき剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める浸せき剝離試験の試験片の作製に

よる。 

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める浸せき剝離試験の試験方法による。

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

煮沸剝離試験と対で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 煮沸剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める煮沸剝離試験の試験片の作製によ

る。 

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める煮沸剝離試験の試験方法による。

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

浸せき剝離試験と対で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 減圧加圧剝離試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める減圧加圧剝離試験の試験片の作製

による。 

検査方法 
集成材の JAS（構造用集成材）に定める減圧加圧剝離試験の試験方法によ

る。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 

浸せき剝離試験及び煮沸剝離試験との択一で行う。 

試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。
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試験項目 ブロックせん断試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定めるブロックせん断試験の試験片の作

製による。 

検査方法 
集成材の JAS（構造用集成材）に定めるブロックせん断試験の試験方法に

よる。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 曲げ試験 

試験片の作製 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ試験の試験片の作製による。

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ試験の試験方法による。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ性能の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 含水率試験 

試験片の作製 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率試験の試験片の作製による。

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率試験の試験方法による。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

  

 

 

 

試験項目 ブロックせん断試験 

試験片の作製 
集成材の JAS（構造用集成材）に定めるブロックせん断試験の試験片の作

製による。 

検査方法 
集成材の JAS（構造用集成材）に定めるブロックせん断試験の試験方法に

よる。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める接着の程度の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 曲げ試験 

試験片の作製 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ試験の試験片の作製による。

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ試験の試験方法による。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める曲げ性能の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。

 

試験項目 含水率試験 

試験片の作製 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率試験の試験片の作製による。

検査方法 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率試験の試験方法による。 

判定基準 集成材の JAS（構造用集成材）に定める含水率の基準による。 

備考 
試料材の本数は、防腐・防蟻処理試験の例による。ただし、薬剤 HEPE で

処理されたものについては集成材の JAS 付属書 B に定める試料数に従う。
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